
令和 7年 10月 29 日 第 3145 回例会
［点鐘］［ロータリーソング］それでこそロータリー

［四つのテスト唱和］下津会員

［お食事］米山ランチ 2 回目

［9月の出席報告］出席率 50％

メークアップ者 14 名で訂正出席率 73.33％

［9/13 会員増強拡大セミナー報告］軸屋会員

記念品贈呈
【10 月誕生記念品贈呈】

牧田紘一会員(29 日） 上薗真歩会員(24 日）

直井圭介会員(10 日） 原井聡明会員(1 日）

福山智子会員(20 日） 川越龍太郎会員(8 日）

【10 月出席率 100％記念品贈呈】

池田京子会員(RC 歴 9 年）柳元尚喜会員（RC 歴 14 年）

会長の時間
皆さんこんにちは。本日も例会にご出席いただき、あり

がとうございます。朝晩は冷え込み、秋も深まってまいり

ましたが、いかがお過ごしでしょうか。

さて、本日は地区大会の報告でございますが、今そのこ

とを話すと内容が重複します。そのため、地区大会の翌週、

同じ延岡市で友人の結婚式に出席したことをお話しした

いと思います。

その友人は、小中高の同級生で、お寺の住職です。場所

は、自分のお寺の本堂です。地域の方々も多く参列されて

いて、とてもあたたかい、そして厳かな雰囲気に包まれて

いました。「お寺はお葬式をするところ」と思っていたの

ですが、友人曰くそれは「ひとえに私どもの伝道の至らな

さによるもの」とのことでした。「お寺とは、仏教とは、

いのちをいただいたものすべての生きかたに寄り添うも

の」で「死別をいたむことだけでなく、新たな出遇い・い

のちの誕生を祝すこともまた仏教における大切なご法事」

とのことです。

式の謝辞で、友人がこんな話をされました。「ご縁とい

うのは自分一人の力ではどうにもできないところにある

ものです。親鸞聖人は、ご自身の著述のなかで「遇（たま

たま）」というおことばを大切にされていました。運命か

ら誰かに決められたものではなく、それぞれが一生懸命に

生きた道筋の先で、たまたま巡り会えたご縁」だと。 そ

のたまたまはとても尊い、嬉しいことだというふうに私は

その言葉の意義を捉えました。

ロータリークラブの出会いもまさに“たまたま”です。

たまたま誘われて例会に来てみた。たまたま同じテーブル

になった。たまたま一緒に奉仕活動をした。でも、その積

み重ねが、いま私たちのクラブを形づくっています。

もし誰かひとりでも欠けていたら、この雰囲気も、台湾

のクラブやサンタクロースとのご縁も、きっと今のように

はならなかったと思います。そう考えると、この出会いに

も深い意味があるのだと改めて感じます。

友人は最後に「ご縁をいただいた皆さまに感謝して、こ

れからの人生を歩んでいきます」と挨拶しました。その言

葉を聞きながら、私は心の中でロータリークラブも同じよ

うにたまたま出会った仲間に支えられながら、感謝と奉仕

の心で歩んでいると深く感じた一日でした。

本年度も１／３が過ぎました。皆さんも、色々な行事に

積極的に参加してください。“たまたまのご縁”から、笑

顔の輪を広がるかもしれません。

最後に、こうして皆さまと例会をともにできるご縁に、

心から感謝申し上げます。

会務報告
①鹿児島市内 RC 新春合同例会が 1月 13 日（火）に開催

されます。後日、FAX いたします。

②西本ガバナーより地区大会参加のお礼の文書が届きま

した。

スマイル報告
〇澤 野 正 幸 君 朝晩は冷え込み、秋の深まりの中、体

調にお変わりはないでしょうか。地区大会にご参加され

た 7 名の会員の方、そして、会員増強拡大セミナーにご

出席された軸屋会員の報告、よろしくお願いします。

〇福 山 智 子 君 先日は地区大会に参加でき、とても刺

激を受けました。感謝です。10 月 21 日の夫の誕生日に

会長から良いお花をいただきました。夫も大変喜んでお

りました。ありがとうございました。

〇杉 原 浩 君 今年は庭の柿が豊作！家内、娘、私の 3

人で、先月柿狩りを楽しむことができました。昨年は油

断していたらカラスに随分やられました。でも、高いと

ころの柿はカラスにプレゼントです。

〇上 川 咲 男 君 サンタクロースからのお礼のメッセ―で

す。「6 名のメンバーは全員無事に帰国しました。クラブ

での心からのおもてなし歓迎会、本当にありがとうござい

ました。友好クラブの絆が深まったと思います。ぜひ、

フィンランドにおいでください。熱烈歓迎いたします。

サンタクロースは年内に 15 ヶ国訪問し、世界の子供た

ちに夢を与えたいと思います」

【第 3146 回例会】外部卓話「がんとがん治療について～陽子線治療という選択肢～」湯之前清和様
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